
学校訪問だより【１４】 南木曽町立南木曽小学校 

地域の方と一緒に楽しむクラブ活動 

令和７年１２月４日 

中信教育事務所 

文責：鳥居正人 

 

１０月２８日（火）に南木曽小学校のクラブ活動を参観させていただきました。クラブの講師は地域の方々で

す。その授業の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ活動の様子 

 
 水墨画は日本の昔からの手
法なので、体験してほしい。
描いているうちにオリジナリ
ティが出てくるので楽しい。
個性が出せる、表現できるの
が芸術。楽しく描いてくれれ
ば良い。【絵画の講師】 
 
 子どもと一緒に木曽節の唄
と踊りができて嬉しい。伝統
芸能を大切にしてほしい。後
継者を育てたい。毎年運動会
で木曽節を踊るが、来年度は
一緒に唄いながら踊りたい。 
【木曽節の講師】 
 
 

講師の先生の感想 

【花馬づくり】 
糸のこを使って木材を馬の

形に切り出し、自分の好きな
色をつけて完成！ 
 
【絵画（水墨画）】 
講師の先生のお手本を見な

がら水彩絵の具を使って水墨
画風に作品作り！ 
 
【木曽節】 
 講師の先生から木曽節を教
えてもらいながら一緒に唄っ
たり踊ったりして楽しむ！ 
 

 校長先生の「地域の方に学校に来てもらって地域との連携をより一層強くしたい、さらに、地域の方と
関わることを通して子どもたちのふるさと愛を育んでいきたい」という願いの基、南木曽小学校のクラブ
活動は、地域の方が講師を務めています。クラブは、花馬づくり、木曽節、絵画（水墨画）、木工、折り紙、
ボードゲーム、スポーツの７つがあり、子どもが自分でクラブを選択しています。子どもたちは、自分の
目標に向かって熱心に、楽しみながら活動に取り組んでいました。 
 講師の先生方は、子どもの「こうしたい！」「こう作りたい！」という願いや目標を大事に受け止め、子
どもの活動を温かく見守りながら支援にあたっていました。 
 
 

【花馬づくり】 【花馬の完成例】 

【絵画（水墨画）】 

【木曽節】 

 
・糸のこで木を切るのが難しかったけど、上手にできて嬉しかった。きれいに、上手に完成させたい。
（花馬づくりの児童） 

・絵が好きだし、お姉ちゃんの水墨画を見て興味をもった。上手に描きたい。（絵画の児童） 
・伝統行事が減っているので、体験できて良かったし、伝統行事を学ぶことは大切だと思った。もっと
伝統行事を学びたいと思った。みんなで唄ったり踊ったりして楽しい。（木曽節の児童） 

 
 

子どもの感想 

 クラブ活動では、自分の制作に熱心に取り組む姿、講師の先生とコミュニケーションを取りながら活動を進
めている姿、友達と会話をしながら活動している姿などがありました。花馬の色付けでは、どの色にするかを
考えたり、枠をはみ出さないように丁寧に塗ったりするなど、キレイに仕上げたいという気持ちを感じました。
絵画では、色のグラデーションやかすれ具合を感じながら自分の理想とする作品に仕上げたいという気持ちを
感じました。木曽節では、講師の先生を囲みながら唄や踊り、木曽節のリズムを楽しみながらもっと上手くな
りたいという気持ちを感じました。講師の先生方が子どもたちを温かく支えてくれることで、子どもたちは、
自分の目標に向かっていきいきと取り組めると思いました。 
地域の方と一緒に学び、楽しむ時間を通して、子どもたちと地域の方とのつながりが深まるとともに、地域

の方の願いや思いが子どもたちの心に響き、地域愛が育まれていくことと思います。 
 
 


